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空
か
ら
博
物
館
へ
　
―
一
九
六
〇
〜
七
〇
年
代
の
凧
の
愛
好
者
の
活
動
―

セ
シ
ル
・
ラ
リ

和
凧
の
黄
金
時
代
は
一
八
世
紀
の
終
わ
り
に
始
ま
り
、
二
〇
世
紀
半
ば
に
第
二
次
世
界
大
戦
が
日
本
の
文
化

的
景
観
を
変
え
て
し
ま
う
ま
で
続
い
た
。
実
際
に
、
戦
争
中
、
凧
を
作
る
た
め
に
必
要
な
材
料
の
和
紙
は
見
つ

け
に
く
く
な
っ
て
、
い
く
つ
か
の
凧
製
作
者
（
例
え
ば
、
一
九
二
二
年
東
京
生
ま
れ
の
小
野
孝
巳
）
は
戦
争
に

召
集
さ
れ
た
。
戦
後
の
復
活
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
六
〇
年
代
、
和
凧
の
衰
退
が
始
ま
っ
た
。
同
時
に
起

こ
っ
た
い
く
つ
か
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
都
市
の
復
興
に
伴
っ
て
、
建
物
は
高
く
、
通
り
は
狭
く
な

り
、
電
線
が
張
り
巡
ら
さ
れ
た
た
め
、
凧
を
あ
げ
る
場
所
が
な
く
な
っ
た
。
こ
う
し
た
物
理
的
な
制
約
に
、
あ

る
文
化
的
現
象
が
付
け
加
わ
っ
た
。
敗
戦
後
ア
メ
リ
カ
の
占
領
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
新
し
い
お
も
ち
ゃ
が
輸
入

さ
れ
て
、
日
本
の
お
も
ち
ゃ
に
影
響
を
与
え
た
。
ま
た
戦
前
は
、
た
と
え
ば
瀧
廉
太
郎
（
一
八
七
九
〜

一
九
〇
三
）
が
作
曲
し
た
学
校
唱
歌
「
お
正
月
」（
一
九
〇
〇
年
）
や
同
じ
頃
の
『
尋
常
小
学
読
本
唱
歌
』
の

「
た
こ
の
う
た
」
の
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
の
正
月
の
凧
揚
げ
を
題
材
に
し
た
歌
が
多
く
作
曲
さ
れ
た
が
、
戦

後
、
新
し
く
輸
入
さ
れ
た
ク
リ
ス
マ
ス
の
曲
も
よ
く
歌
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
最
後
に
、
ハ
イ
テ
ク
な
お
も

ち
ゃ
の
開
発
が
進
み
、
木
や
和
紙
で
作
ら
れ
た
伝
統
的
な
お
も
ち
ゃ
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
古
臭
い
つ

ま
ら
な
い
物
に
な
り
、
そ
の
存
在
す
ら
子
ど
も
た
ち
に
は
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

東
京
・
日
本
橋
に
あ
る
凧
博
物
館
の
創
設
者
の
茂
出
木
心
護
（
一
九
一
一
〜
一
九
七
八
）
は
、
一
九
七
七
年

一
一
月
一
五
日
に
行
わ
れ
た
博
物
館
の
開
館
式
で
の
口
上
で
、
友
人
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
鳥
居
敬
一
か
ら
聞
い
た
話
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を
も
と
に
、
和
凧
文
化
の
衰
退
を
語
っ
て
い
る
。
東
京
を
歩
い
て
い
た
と
き
に
す
れ
違
っ
た
男
の
子
が
、
奴

や
っ
こ
だ
こ凧

を
指
し
な
が
ら
、
母
親
に
こ
れ
は
何
か
と
聞
い
て
い
た
。
母
親
が
答
え
て
も
、
男
の
子
は
理
解
し
て
い
な
い
よ

う
だ
っ
た
（『
に
ほ
ん
ば
し
の
ぞ
き
眼
鏡
　
つ
い
こ
の
あ
い
だ
下
町
の
風
景
―
「
た
い
め
い
け
ん
」
の
洋
食
と

凧
』）。
奴
凧
は
東
京
で
典
型
的
な
形
の
凧
な
の
だ
が
、
戦
後
三
〇
年
も
た
た
な
い
う
ち
に
東
京
の
子
ど
も
た
ち

は
そ
れ
が
何
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
の
凧
文
化
の
衰
退
を
目
の
前
に
し
て
、
凧
の

黄
金
時
代
を
子
ど
も
の
こ
ろ
経
験
し
て
い
た
何
人
か
の
愛
好
者
は
、
こ
の
文
化
を
保
存
す
る
活
動
を
始
め
た
。

最
初
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
最
初
の
本
、
最
初
の
博
物
館
：
ア
マ
チ
ュ
ア
た
ち
の
活
動

凧
文
化
が
衰
退
し
始
め
る
前
か
ら
、
凧
の
収
集
家
は
存
在
し
て
い
た
が
（
例
え
ば
、
茂
出
木
心
護
は
子
ど
も

の
こ
ろ
か
ら
凧
が
大
好
き
だ
っ
た
の
で
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
収
集
を
始
め
た
）、
日
本
に
現
在
所
蔵
さ

れ
て
い
る
凧
の
ほ
と
ん
ど
は
、
戦
後
に
収
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
今
日
法
政
大
学
博
物
館
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
二
つ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
つ
ま
り
、
凧
に
情
熱
を
注
い
だ
実
業
家
の
比
毛
一
朗
（
一
九
二
二
〜

二
〇
〇
三
）
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
、
東
京
に
あ
る
民
芸
の
専
門
の
備
後
屋
の
創
設
者
の
俵
有
作
（
一
九
三
二
〜

二
〇
〇
四
）
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
挙
げ
ら
れ
る
（
前
者
は
凧
を
一
九
九
五
点
、
道
具
と
お
も
ち
ゃ
を
一
六
三

点
、
浮
世
絵
と
凧
絵
を
五
三
二
点
含
む
）。
収
集
の
際
、
茂
出
木
心
護
、
比
毛
一
朗
、
俵
有
作
は
三
人
と
も
同

様
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
っ
た
。
日
本
全
国
を
旅
し
て
、
各
地
域
の
凧
と
凧
絵
の
目
録
を
作
成
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
以
前
か
ら
活
動
し
て
い
た
日
本
の
郷
土
玩
具
の
団
体
と
、
戦
前
に
柳
宗
悦
が
始
め
た
民
藝

運
動
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。
凧
は
郷
土
玩
具
の
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
し
、
凧
の
愛
好
者
が

組
織
さ
れ
る
前
に
、
郷
土
玩
具
の
団
体
は
い
く
つ
か
の
調
査
を
行
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
郷
土
玩
具
は
民
芸
の

サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
郷
土
玩
具
（
凧
を
含
む
）
と
民
芸
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
日
本
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に
お
い
て
最
初
全
く
別
々
に
発
展
し
て
い
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。

俵
有
作
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
大
部
分
は
一
九
六
三
年
に
短
期
間
で
収
集
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
当
時
の
日
本
の

凧
文
化
の
全
体
像
を
手
渡
し
て
く
れ
る
。
当
時
俵
有
作
は
八
か
月
で
全
国
の
数
多
く
の
工
房
を
訪
れ
凧
を
収
集

し
た
。
そ
し
て
翌
年
、
初
め
て
の
和
凧
の
目
録
を
作
成
す
る
た
め
、
収
集
し
た
三
〇
〇
点
を
、
六
三
の
カ
ラ
ー

図
版
で
紹
介
す
る
『
日
本
の
凧
』（
美
術
出
版
社
）
を
出
版
し
た
。
そ
の
本
は
、
日
本
の
伝
統
的
な
凧
が
地
域

に
よ
っ
て
豊
か
な
多
様
性
を
持
つ
こ
と
を
、
初
め
て
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
ま
で
、
凧
の
製
作
者
と
愛
好
者
が

知
っ
て
い
た
の
は
、
主
に
自
分
た
ち
の
街
、
あ
る
い
は
近
隣
の
街
の
凧
で
あ
り
、
多
種
多
彩
な
凧
が
存
在
す
る

こ
と
の
重
要
性
に
気
づ
い
て
い
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
ま
で
凧
の
歴
史
に
関
す
る
本
は
西
洋

的
な
歴
史
に
対
応
し
、
日
本
の
独
自
性
に
対
す
る
配
慮
に
欠
け
て
い
た
が
、
こ
の
最
初
の
和
凧
に
つ
い
て
の
本

は
、
東
京
に
住
ん
で
い
た
茂
出
木
心
護
や
比
毛
一
朗
の
よ
う
に
、
彼
と
同
時
代
の
愛
好
者
や
コ
レ
ク
タ
ー
に

と
っ
て
も
、
後
の
大
阪
に
在
住
の
木
村
薫
（
一
九
四
八
〜
）
や
白
根
在
住
の
巻
口
厚
志
（
一
九
五
六
〜
）
に

と
っ
て
も
、
モ
デ
ル
に
な
っ
た
。
現
在
、
木
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
大
阪
歴
史
博
物
館
に
保
存
さ
れ
、
巻
口
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
は
自
宅
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

日
本
の
伝
統
的
な
凧
の
最
大
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
お
そ
ら
く
一
九
二
〇
年
代
後
半
に
茂
出
木
心
護
が
始

め
、
現
在
は
彼
の
息
子
茂
出
木
雅
章
（
一
九
三
九
〜
）
が
引
き
続
き
収
集
を
続
け
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
ろ

う
。
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
図
録
が
出
版
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
時
点
で
正
確
な
目
録
が
な
い
。
し
か

し
凧
博
物
館
で
働
い
て
い
る
福
岡
正
巳
（
一
九
五
七
〜
）
の
概
算
に
よ
れ
ば
、
博
物
館
に
は
三
〇
〇
か
ら

四
〇
〇
の
凧
が
展
示
さ
れ
て
い
る
が
、
凧
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
大
部
分
が
ス
ト
ッ
ク
ル
ー
ム
に
保
存
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
他
に
も
五
〇
点
以
上
の
浮
世
絵
や
い
く
つ
も
の
道
具
が
含
ま
れ
て
い
る
。
卓

越
し
た
料
理
人
で
あ
り
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
者
で
あ
る
茂
出
木
心
護
は
、
凧
の
愛
好
者
、
収
集
家
で
あ
り
、
凧
の
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愛
好
者
た
ち
の
パ
ト
ロ
ン
で
も
あ
っ
た
。
彼
の
興
味
の
中
心
で
あ
る
、
美
食
と
凧
は
不
可
分
な
も
の
と
な
っ
た
。

一
九
四
八
年
に
、
洋
食
専
門
店
の
「
た
い
め
い
け
ん
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
東
京
・
日
本
橋
（
現
在
、
野
村
ビ

ル
）
に
位
置
す
る
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
す
ぐ
に
、
彼
が
収
集
し
た
凧
の
展
示
場
所
と
な
っ
た
。
ま
た
、
生
活
に

苦
し
む
凧
製
作
者
を
助
け
る
た
め
、
例
え
ば
、
東
京
の
凧
製
作
者
橋
本
禎
造
（
一
九
〇
四
〜
一
九
九
一
）
に
毎

年
干
支
の
凧
を
依
頼
し
、
一
五
〇
〇
円
で
仕
入
れ
て
、
一
〇
〇
〇
円
で
「
た
い
め
い
け
ん
」
で
売
っ
て
い
た
。

そ
し
て
一
九
七
六
年
に
茂
出
木
心
護
は
日
本
橋
（
た
い
め
い
け
ん
の
現
在
位
置
）
に
新
し
い
六
階
立
て
の
建

物
を
建
て
た
。
四
階
ま
で
は
自
分
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
あ
て
、
五
階
と
六
階
は
オ
フ
ィ
ス
用
に
貸
す
こ
と
を
計
画

し
て
い
た
。
し
か
し
、
借
り
手
を
見
つ
け
ら
れ
ず
、
自
分
の
凧
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
ま
り
に
も
膨
大
に
な
り
自

宅
で
保
存
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
の
で
、
結
局
「
た
い
め
い
け
ん
」
の
五
階
を
凧
博
物
館
に
す
る
こ
と
に

決
め
た
。
そ
の
際
、
六
五
歳
の
茂
出
木
心
護
は
健
康
上
の
問
題
を
抱
え
て
い
て
、
入
退
院
を
繰
り
返
し
て
い
た
。

そ
の
結
果
、
日
本
の
凧
の
会
の
メ
ン
バ
ー
の
友
人
に
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
を
託
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

（
茂
出
木
心
護
「
凧
の
博
物
館
う
ら
噺
」『
日
本
の
凧
の
会
会
報
』
第
一
四
号
　
一
九
七
八
年
二
月
　
二
頁
）。

一
年
間
ほ
ど
の
準
備
の
後
、
一
九
七
七
年
一
一
月
一
五
日
に
日
本
の
凧
の
会
の
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
な
く
、
い
く

つ
か
の
新
聞
や
放
送
の
記
者
も
取
材
に
訪
れ
た
最
初
の
凧
博
物
館
の
開
館
式
で
、
茂
出
木
心
護
は
赤
と
白
の
凧

の
尾
を
カ
ッ
ト
し
た
（
図
1
）。
そ
れ
は
、
日
本
だ
け
で
な
く
世
界
で
最
初
の
凧
博
物
館
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、

こ
の
博
物
館
の
開
館
は
日
本
人
だ
け
で
な
く
、
外
国
人
に
と
っ
て
も
日
本
の
凧
の
再
評
価
に
お
け
る
重
要
な
ス

テ
ッ
プ
で
あ
っ
た
。

日
本
の
凧
の
会
の
作
成

活
動
を
組
織
す
る
た
め
に
、
凧
愛
好
者
の
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
は
レ
ス
ト
ラ
ン
「
た
い
め
い
け
ん
」
で
茂
出
木
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心
護
と
俵
有
作
と
斎
藤
忠
夫
（
一
九
一
九
〜

一
九
九
三
）
を
囲
ん
で
定
期
的
に
会
う
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
会
合
は
当
初
非
公
式
な
も
の
で

あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
が
い
つ
始
ま
っ
た
の
か
を

明
ら
か
に
す
る
の
は
難
し
い
。
し
か
し
、
俵
有

作
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
で
活
動
を
公
式
な

も
の
に
す
る
た
め
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
「
日
本

の
凧
の
会
」（
一
九
六
九
年
一
一
月
二
二
日
）

を
設
立
し
た
。
設
立
者
は
、
俵
有
作
、
茂
出
木

心
護
、
斎
藤
忠
夫
、
松
沢
一
雄
、
小
島
正
男
、

三
浦
利
男
、
森
康
助
、
広
井
力
（
一
九
二
五

〜
）、
島
田
喜
一
郎
、
佐
藤
英
博
、
橋
本
禎
造
、

越
田
建
嗣
、
藤
井
敬
子
、
多
田
福
男
、
比
毛
一

朗
の
一
五
名
で
あ
る
（「
当
会
発
足
五
週
年
に

あ
た
っ
て
」『
日
本
の
凧
の
会
会
報
』
第
八
号
　

一
九
七
四
年
一
二
月
　
三
六
頁
）。
設
立
の
こ

ろ
「
た
い
め
い
け
ん
」
で
撮
影
さ
れ
た
記
念
写

真
（
図
2
）
に
は
凧
の
会
の
い
く
つ
か
中
核
メ

ン
バ
ー
の
顔
を
確
認
で
き
る
（
後
列
左
か

ら
）
：
佐
藤
英
博
、
不
明
、
不
明
、
茂
出
木
心

図 1　茂出木心護「凧の博物館うら噺」 
『日本の凧の会会報』第 14号 1978年 2月 p. 3
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護
、
斎
藤
忠
夫
、
俵
有
作
、
広
井
力
、
多
田
福
男
・

（
前
列
左
か
ら
）
：
不
明
、
橋
本
禎
造
、
森
康
助
、

三
浦
利
男
、
島
田
喜
一
郎
、
比
毛
一
朗
で
あ
る
。
会

の
設
立
の
た
め
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
俵
有
作
は
茂
出
木
心
護
に
凧
の
会
の

活
動
を
任
せ
る
こ
と
に
し
た
。
実
際
、「
た
い
め
い

け
ん
」
レ
ス
ト
ラ
ン
は
凧
の
会
の
活
動
の
拠
点
で

あ
っ
て
、
茂
出
木
心
護
は
日
本
の
凧
の
会
の
活
動
の

た
め
の
資
金
の
多
く
を
出
し
て
い
た
。
茂
出
木
心
護

は
一
九
七
八
年
六
月
一
日
に
亡
く
な
る
ま
で
凧
博

物
館
の
館
長
を
務
め
た
。
彼
の
死
後
は
、
息
子
の
雅

章
が
館
長
職
を
引
き
継
い
で
、
日
本
の
凧
の
会
の
会

長
に
任
命
さ
れ
た
。

公
式
に
設
立
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
初
、

会
費
や
会
則
も
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
、
メ
ン
バ
ー

の
活
動
は
非
常
に
活
発
で
あ
っ
た
。
設
立
以
来
、
日

本
の
凧
の
会
は
毎
年
三
度
全
国
凧
揚
げ
大
会
を
開

催
し
（
一
月
二
日
、
五
月
五
日
、
一
一
月
一
一
日
）、

一
九
七
一
年
か
ら
は
、
一
年
二
回
『
日
本
の
凧
の
会

会
報
』
を
発
行
し
続
け
て
い
る
。
そ
の
会
報
は
、
メ

図 2　凧の博物館所蔵
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ン
バ
ー
に
よ
っ
て
、
メ
ン
バ
ー
の
た
め
に
、
書
か
れ
て
い
る
。
記
事
に
は
、
日
本
の
凧
の
様
々
な
作
成
方
法
、

揚
げ
る
方
法
を
説
明
し
た
も
の
、
国
内
外
の
凧
の
イ
ベ
ン
ト
の
レ
ポ
ー
ト
、
和
凧
の
歴
史
に
つ
い
て
の
調
査
な

ど
が
あ
る
。
当
初
一
五
人
だ
っ
た
日
本
の
凧
の
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
一
九
七
〇
年
代
と
一
九
九
〇
年
代
の
間
に

徐
々
に
数
を
増
し
た
。
茂
出
木
心
護
は
日
本
橋
の
凧
博
物
館
の
開
館
に
よ
っ
て
日
本
の
凧
の
会
が
注
目
を
集

め
、
会
員
数
が
増
加
し
た
と
証
言
し
て
い
る
。
凧
博
物
館
に
来
館
の
際
に
、
凧
の
会
に
入
会
す
る
も
の
も
数
多

く
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
会
員
数
は
減
少
し
始
め
、
二
〇
一
六
年
七
月
現
在
、
九
八
〇
人
で
あ
る
。

日
本
の
凧
の
会
の
創
立
後
に
、
郷
土
玩
具
の
団
体
は
そ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た
凧
の
研
究
を
す
べ
て
日
本
の
凧

の
会
に
任
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
日
本
の
凧
の
会
の
創
立
は
、
郷
土
玩
具
の
中
で
特
定
の
ジ
ャ
ン

ル
と
し
て
凧
を
確
立
し
、
伝
統
的
な
日
本
の
凧
の
再
評
価
を
進
め
る
上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

著
者
は
原
稿
の
執
筆
に
際
し
て
松
井
久
氏
、『
日
本
の
凧
の
会
会
報
』
編
集
長
の
伊
地
知
英
信
氏
の
協
力
に

感
謝
す
る
。
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